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聾叢懇舞鑛薬懇騒難

　
減
反
や
冷
害
に
よ
る
米
作
の
不
振
か

ら
か
、
今
年
の
出
稼
ぎ
は
早
く
、
十
月

の
末
に
は
殆
ん
ど
の
人
が
既
東
方
面
や

名
古
屋
方
面
を
中
心
に
出
掛
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
ド
ル
・
シ
ヨ
ツ
ク
等
の
影
響
も
あ
り

そ
の
職
場
が
大
き
く
狭
め
ら
れ
て
き
、

仕
事
の
内
容
も
大
ぶ
変
り
、
最
初
就
職

し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
次
の
職
場
に
移
る

人
も
出
て
く
る
な
ど
、
今
更
な
が
ら
出

稼
署
の
持
つ
間
題
点
を
見
せ
つ
け
ら
れ

る
よ
う
な
年
で
す
。
そ
れ
で
も
正
月
に

は
元
気
な
姿
を
家
族
に
み
せ
る
日
を
楽

し
み
に
働
い
て
お
ら
れ
る
様
で
す
。

　
さ
て
今
年
も
町
の
出
稼
ぎ
組
合
で
は

正
月
帰
省
バ
ス
運
行
の
計
画
を
た
て
て

い
ま
申
込
み
の
受
け
付
け
最
中
で
す
。

　
今
年
は
東
京
・
名
古
屋
・
大
阪
方
面

に
向
け
て
約
二
〇
台
の
バ
ス
を
予
約
中

で
す
が
、
、
こ
の
バ
ス
が
故
郷
の
空
に
エ

ン
ジ
ン
の
音
を
響
か
せ
て
当
着
す
る
の

は
次
の
日
程
で
す
。

　
東
京
方
面
　
二
九
日
　
三
〇
日

　
　
　
、
三
一
日
（
い
ず
れ
も
一
二
月
）

　
名
古
屋
方
面
　
二
九
日
　
三
一
日

　
大
阪
方
面
　
　
三
〇
日

出
発
は
そ
れ
ぞ
れ
の
前
日
夜
、
東
京
は

上
野
西
郷
像
前
、
大
阪
は
大
阪
駅
前
、

名
古
屋
は
新
幹
線
駅
前
か
ら
発
車
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
尚
こ
の
帰
省
．
ハ
ス
の
申
込
み
は
一
二

月
一
〇
日
ま
で
に
町
役
場
職
業
係
宛
と

い
う
こ
と
に
な
う
て
い
ま
す
が
、
係
で

は
な
る
べ
く
早
目
に
さ
れ
る
様
希
望
し

て
い
ま
す
。

（1）



珠
算
検
定
行
な
わ
れ
る

　
　
二
級
合
格
者
は
小
学
生
た
だ
幽
名

　
そ
の
回
を
追
う
度
に
受
検
者
の
増
加

を
み
て
い
る
。
松
代
町
商
工
会
主
催
の

珠
算
検
定
は
一
一
月
一
二
日
、
松
代
中

学
校
を
会
場
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
総
受
検
者
が
三
二
五
名
に
の
ぼ
り

一
級
か
ら
八
級
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
教
室
に

分
か
れ
て
受
検
し
ま
し
た
。
合
格
率
は

三
三
．
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
で
前
回
よ
り
や

N
お
と
っ
て
い
ま
し
た
が
、
真
剣
な
ま

な
ざ
し
で
、
そ
ろ
ば
ん
を
は
じ
く
姿
は

い
つ
に
変
ら
ぬ
受
検
風
景
で
し
た
。

こ
の
日
、
二
級
に
松
代
小
学
校
の
吉
田

玲
子
さ
ん
（
五
年
生
）
が
見
事
合
格
し

関
係
者
を
喜
ば
せ
ま
し
た
。

　
な
お
各
級
の
受
検
者
及
合
格
者
数
は

次
の
通
り
で
す
。

八七六五四三二一
　　　　　　　級級

受
検
者
数

　
一
〇
名

　
三
一

　
四
一
一

　
四
四

　
五
三

　
四
八

　
四
八

　
四
九

合
格
者
数

　
○
名

　
一
　
六
一
〇
一
二

一
二
三
六
二
二

．
葉
た
ば
こ
の
収
納
終
る

　
　
　
　
　
　
ー
昨
年
よ
り
三
割
落
ち
の
成
績
i

　
今
年
の
葉
た
ば
こ
収
納
成
績
が
こ
の

程
係
よ
り
発
表
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
ょ
り
ま
す
と
夏
場
の
天
候
不

順
が
大
き
ぐ
響
き
、
の
き
な
み
減
収
と

い
う
結
果
に
終
っ
た
様
で
す
。
耕
作
者

も
昨
年
に
比
べ
．
一
二
名
も
減
り
、
耕
作

面
積
も
約
丑
四
ア
！
ル
減
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
収
納
の
実
積
は
耕
作
者
八
六
名
、
作

付
面
積
一
、
五
〇
五
、
八
ア
ー
ル
、
収
量

は
三
二
、
五
三
三
、
○
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
す

が
、
総
収
納
代
金
一
七
、
五
九
六
、
四
九

昭和46年産葉たばこ収納成績表

○
円
と
昨
年
よ
り
約
二
五
〇
万
円
の
収

入
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
最
高
所
得
者
は
五
四
、
五
ア
1
ル
で

一
、
一
二
五
、
○
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
収
納
代

金
が
約
五
一
方
円
で
す
、
ま
た
最
高
の

反
当
り
所
得
者
は
一
八
万
一
千
円
で
、

こ
れ
は
昨
年
に
く
ら
べ
約
五
千
円
の
増

と
い
う
ご
と
で
す
。

　
天
候
不
順
に
よ
る
収
納
の
減
は
、
そ

れ
と
し
て
も
、
昨
年
に
続
く
減
反
な
ど

が
あ
っ
た
今
年
で
す
の
で
、
も
う
少
し

作
付
面
積
が
の
び
る
の
で
は
な
い
か
と

部落名
耕作
人員
耕作面積 収　量

囎代金110アール叛9当

取量金額i
松代中町

松代下町

太　　平

田　　沢

池　　尻

会　　沢

人
6
8
9
1
1
8

アール

95．0

91．4

219．7

31．2

12．0

125．1

　た91，753．0

2，136．0

5，211．0

781．0

271．5

2，627．0

131，090

1，238，890

　円1　た9％9，155ロ85102，016
　1　　　i1，161，5451234127，084

　1　i2，796，40σ237127，283

　1　1404，3601250　129，603

　210

　　円1

22611。9，242

i　99，032

円
【
5
5
3
5
4
4
5
3
7
5
1
8
4
8

3
4
7

2
清　　水 7 127．5 2，306．0 1，145，420 181 89，837 497
犬　　伏 13 245．8 5，927．5 3，316，945 241 134，945 560

孟　　地 8 173．2 3，646．0 2，100，885 211 121，298 576
中　　子 51 85．7 1，805．5 1，091，195 211 127，327 604

片桐山 51 109．8 2，700．51

1
1，546，550 246 140，105 573

苧　　島
5
1

58．2 769．α
！

428，000 133 73，540 557

滝　　沢 1i 18．9 478．σ
｝
273，250 253 144，577 572

仙　　納 1， 5．9 101．0 46，110 171 78，153 457

あざみ平 i31
1
61．7 1，066．5 498，165 173 80，740 467

蒲　　生 31

1
29．7 665．0 348，270 224 117，263 524

室　　野
111

4．5 82．0 25，375 182 56，389 309

峠 11

｝
10．5 206．5 74，885 197 71，319 363

計
1
8611・505・81 32，533．0 17，596，490 216 116，858 541
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侶

思
わ
れ
て
い
た
葉
た
ば
こ
耕
作
も
」
案

外
の
び
な
や
み
を
み
せ
た
今
年
の
作
柄

で
し
た
。

　
爾
各
部
落
別
の
集
計
は
上
表
の
通
り

で
す
。猟

銃
の
扱
い
は
愼
重
に

　
　
安
塚
警
察
署
松
代
幹
部
派
出
所

　
一
一
月
一
日
か
ら
狩
猟
が
解
禁

に
な
り
ま
し
た
。
狩
猟
に
つ
い
て

は
「
鳥
獣
保
護
及
び
狩
猟
に
関
す

る
法
律
」
で
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
の
狩
猟
期
間
中
に
発
生

し
た
猟
銃
に
よ
る
事
故
は
全
国
で

二
四
一
件
も
あ
り
、
二
〇
名
の
人

が
死
亡
、
二
二
一
名
の
方
が
け
が

を
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
も
解
禁
初
日
か
ら
各
地
で
’

銃
の
暴
発
に
よ
る
人
身
事
故
な
ど

が
続
発
し
て
い
ま
す
。
銃
を
持
つ

人
は
勿
論
、
．
近
く
の
人
も
充
分
気

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
ゆ

●
銃
を
手
に
し
た
ら
、
ま
ず
タ
マ

　
が
こ
め
ら
れ
て
い
な
い
か
よ
く
、

　
確
か
め
る
。

●
銃
口
を
人
に
向
け
た
り
、
他
人

　
に
銃
を
さ
わ
ら
せ
な
い
よ
う
に

　
す
る
。

●
見
透
し
の
き
か
な
い
ヤ
ブ
や
雑

　
木
林
や
、
タ
マ
が
は
ね
か
え
る

　
よ
う
な
岩
山
な
ど
に
向
け
て
発

　
射
し
な
い
。

●
銃
の
持
ち
運
び
は
、
必
ず
タ
マ

　
を
抜
き
、
安
全
を
確
認
し
て
ケ

　
ー
ス
に
入
れ
る
。

●
手
入
れ
を
す
る
と
き
は
弾
倉
に

　
タ
マ
が
な
い
こ
と
を
確
か
め
て

　
か
ら
行
い
、
人
を
近
づ
け
な
い
。

銃
の
盗
難
、
亡
失
を
防
ぐ
た
め
次

の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

「
山
の
中
だ
か
ら
心
配
は
な
い
」

「
ほ
ん
の
ち
よ
っ
と
し
た
間
だ
か

ら
」
と
い
う
軽
い
気
持
ち
で
、
銃

を
小
屋
や
自
動
車
な
ど
に
放
置
し

な
い
。
や
む
を
得
ず
銃
を
自
動
車

に
お
く
と
き
は
、
で
き
る
だ
け
自
　
・

　
動
車
の
ト
ラ
ン
ク
に
納
め
る
。

　
座
席
に
お
く
と
き
で
も
、
銃
に
毛

㎜
布
な
ど
を
か
ぶ
せ
、
一
見
銃
が
あ

一
る
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
し
、

　
ド
ァ
ロ
ッ
プ
を
確
実
に
す
る
。



松
代
町
家
畜

　
　
　
　
市
場
終
る

　
十
一
月
十
四
目
の
最
終
市
場
が
終
っ

た
の
で
今
年
度
の
取
引
状
況
を
集
計
し

て
み
ま
し
た
。
そ
れ
が
次
表
で
す
。

　
昨
年
は
松
代
松
之
山
両
町
よ
り
の
上

場
頭
数
は
四
六
三
頭
で
、
そ
の
平
均
価

額
は
六
九
、
三
五
六
円
で
し
た
。
本
年

度
は
次
表
の
如
く
上
場
頭
数
は
二
九
八

頭
と
昨
年
よ
り
一
六
五
頭
少
く
、
そ
の

激
減
し
た
の
に
は
全
く
驚
ろ
き
ま
し
た

然
し
二
九
七
頭
の
平
均
価
額
は
九
一
、

九
三
三
円
と
昨
年
よ
り
二
二
、
五
七
七

円
も
高
か
っ
た
の
で
す
。

　
全
国
的
に
肉
用
牛
は
減
少
し
つ
』
あ

り
ま
す
が
牛
肉
の
需
要
は
増
加
す
る
一

方
で
す
か
ら
今
后
も
価
額
の
下
落
は
な

い
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

昭和46年度松代家畜市場取引成績表

山平地区叡奈川地区厭之山地区1浦田地区
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　「　　　一　哩　　　　　　　

合　　計
　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　由

　　　298

27，396，100
　　一　　　　　　『　　　＝

　125，100
　120，000
　125，200
　　　
　　89，361
　　87，861
・　98，313

区　　分，松代地区
　　　　

L一 　　　

　　　　1売買頭数．L　　77ト 40

　　1．＿一＿．t．一．　

17i　691　95
売上金額
　　　琶　　　　　　　　　　　

　　メス
　　オス
　　　去

　　メス

　　　　円7，217，700

　　　
　123，100
　107，200
　 ！2筆？2qpi…、

「

3，579，300

　100，100
　　97，200

　115，600

　　　　l　　　　　　　　　　　　i
1，521，40q6，379，80018，697，9qg

　　 ㎝
1
1
1
6
， 00α　117，00α　125，100
　90，3001U2，6001120，000
103，30q　131・400：120・1qq

最高

価額

平均

価額覆

平

　　　　　　　　1　　　－
91，938186，000
84，031i　83，371
102，53引

　　　「
93．736！

　　　『　　　　　　　　6　　　　　89，98う 　88，9341　89，016
　　　　　85，00α　90，737i　90，866
98，13α　91，9161　　　　　94，996

均、

　　　　　　　　　　100・38qi． 　一．

89，482　89，494 92，46d　91，556 91，933

　
米
の
生
産
調
整
等
で
農
業
経
営
そ
の

も
の
N
不
安
感
が
牛
ま
で
減
少
さ
せ
た

も
の
と
み
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
土
地
で

農
業
を
生
計
の
柱
と
す
る
な
ら
ば
、
畜

産
殊
に
肉
用
牛
の
飼
養
を
経
営
の
中
に

組
入
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
畜
産
係
）

知
事
賞
に
輝
く
蒲
生
小
学
校

H
県
の
科
学
研
究
発
表
会
終
る
H

　
去
る
一
一
月
九
日
、
県
教
育
委
員
会

主
催
の
新
潟
県
児
童
生
徒
科
学
研
究
発

表
会
が
、
県
立
教
育
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
四
万
点
以
上
の
中
か
ら
地
区

予
選
を
積
み
重
ね
、
当
日
は
選
ば
れ
た

研
究
作
品
六
五
点
（
小
学
校
中
学
年
一

四
点
、
高
学
年
一
四
点
、
中
学
校
第
一

分
野
一
四
点
、
第
二
分
野
一
四
、
高
校

九
点
）
に
晴
れ
の
県
知
事
賞
、
そ
の
他

に
は
県
教
育
委
員
会
賞
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
の
小
学
校
高
学
年
の
部
で

見
事
、
蒲
生
小
学
校
の
小
堺
和
也
君
ほ

か
二
二
名
の
研
究
物
が
知
事
賞
に
選
ぽ

れ
、
こ
の
日
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
研
究
は
「
ぬ
げ
地
に
ウ
ド
は
な
ぜ
多

い
」
と
い
う
も
の
で
三
年
間
連
続
の
研

究
が
実
を
結
ん
だ
も
の
で
す
。
郡
内
で

は
た
父
一
つ
の
受
賞
で
す
が
、
こ
れ
は

町
内
各
学
校
が
日
頃
科
学
教
育
に
大
い

に
力
を
そ
x
い
で
い
る
一
つ
の
表
れ
で

も
あ
る
と
し
て
、
関
係
者
は
喜
び
合
い

ま
し
た
。

　
尚
町
内
の
各
小
中
学
校
で
は
、
毎
年

郡
の
科
学
発
表
会
で
は
優
秀
な
成
績
を

収
め
て
い
る
も
の
で
、
避
地
に
お
け
ξ

科
学
教
育
を
大
切
に
育
て
N
い
る
実
績

は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　

　
　
　
桐
谷
組
合
立
校
の
解
散
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
（
（
（
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
来
春
か
ら
松
代
町
立
校
と
し
て
…
…
…

　
戦
後
、
松
代
、
中
魚
沼
郡
川
西
町
、
　
　
の
名
残
り
を
お
し
む
姿
に
世
相
の
流
れ

刈
羽
郡
高
柳
町
の
三
町
組
合
立
学
校
と
　
　
を
大
き
く
感
じ
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

し
て
発
足
し
た
桐
谷
小
・
中
学
校
は
、
　
　
　
　
、
ー
ー

そ
の
後
仙
田
桐
山
が
松
代
町
に
合
併
し

二
町
（
松
代
町
、
高
柳
町
）
の
組
合
立

校
と
し
て
運
営
さ
れ
て
来
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
時
代
の
流
れ
と
共
に
進
ん

だ
農
村
の
過
疎
化
は
、
高
柳
町
後
谷
部

落
の
挙
家
離
村
と
い
う
姿
を
見
せ
、
去

る
二
月
五
日
全
戸
故
郷
を
離
れ
て
い

ぎ
ま
し
た
。
従
っ
て
学
校
に
通
う
生
徒

児
童
ほ
松
代
町
の
み
と
な
る
た
め
、
組

合
立
校
と
し
て
の
桐
谷
小
・
中
学
校
は

来
葎
よ
り
松
代
町
立
桐
山
小
・
中
学
校

と
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
先
立
ち
去
る
一
一
月
一
〇
日

こ
の
組
合
立
校
の
解
散
式
が
桐
谷
校
に

お
い
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
全
校
生
徒
や
桐
山
全
戸
の
人

の
参
列
す
る
中
で
、
中
越
教
育
事
務
所

長
を
初
め
関
係
課
長
、
上
越
教
育
事
務

所
の
学
校
管
理
課
長
等
の
来
賓
も
出
席

松
代
・
高
柳
両
町
長
、
助
役
、
収
入
役

議
会
議
長
、
教
育
長
な
ど
が
つ
ぎ
つ
ぎ

に
、
二
十
数
年
の
歴
史
を
ふ
り
か
え
っ

て
感
慨
無
量
の
あ
い
さ
つ
を
の
べ
ら
れ

ま
し
た
。
組
合
立
校
管
理
者
か
ら
、
児

童
生
徒
一
人
一
人
に
記
念
品
が
渡
た
さ

れ
、
子
ど
も
達
も
去
っ
て
行
く
友
達
と

　
　
電
話
番
号
の
異
動

◎
新
設
松
代

　
　
厚

　
　
μ

　
　
厚
寺
田

　
室
野

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
厚

　
　
厚

◎
変
更

市
川
　
一
郎

志
賀
満
寿
蔵

斉
木
　
　
勉

石
口
　
　
了

山
岸
　
昭
夫

村
山
カ
ズ
イ

草佐村佐
村藤山藤

泰正松伸
夫和吉之

実
幸
屋
商
店

　
木
和
田
原
中
沢
桂
太
郎

滝
沢
　
　
佐
藤
　
謙
次

　
小
荒
戸
富
沢
一
男

◎
廃
止

　
諏
訪
峠
部
落

　
　
　
　
（
中
沢
栄
八
方
）

　
石
畑
部
落

　
　
　
　
（
山
岸
孫
一
方
）

　
木
和
田
原
部
落

　
　
　
　
（
中
沢
重
雄
方
）

九
三
九
五

九
三
六
七

七
四
七
六

九
二
八
五

八
五
一
七

四
五
二
五

四
七
五
五

四
七
五
八

四
二
〇
九

　
五
六
六

　
五
六
五

七七四
四一六
三七八
七四二

二
八

六
一
一
八

五
三
八

（3）



（4）

　ヘゴヘハのノサロヤ

自動車重量税
σθ．“、・”・8《5・D召㌔ノ●．、恥。‘

「
自
動
車
に
は
本
年
十
二
月
一
且
か
ら

　
　
　
　
　
自
動
車
重
量
税
が
か
か
り
ま
す
」

　
経
済
の
急
速
な
発
展
に
伴
い
、
自
動

車
の
台
数
は
、
近
年
急
激
に
増
加
し
て

お
り
そ
の
結
果
、
道
路
混
雑
や
交
通
事

故
な
ど
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
道
路
な
ど
立
遅
れ
た

交
通
関
係
の
社
会
資
本
を
充
実
す
る
た

め
、
自
動
車
重
量
税
が
創
設
さ
れ
、
そ

れ
に
関
す
る
自
動
車
重
量
税
法
が
昭
和

四
十
六
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
自
動
車
重
量
税
は
車
検
を
受
ド

　
け
る
自
動
車
と
届
出
を
す
る

　
軽
自
動
車
に
か
か
り
ま
す
」

　
自
動
車
重
量
税
は
、
本
年
十
二
月
一

日
以
降
に
検
査
を
受
け
る
自
動
車
お
よ

び
使
用
の
届
出
を
す
る
軽
自
動
車
に
対

し
て
、
そ
の
重
量
に
応
じ
て
か
か
り
ま

す
。　
検
査
を
受
け
る
自
動
車
の
う
ち
、
ブ

ル
ド
：
ザ
ー
な
ど
の
大
型
特
殊
自
動
車

は
無
条
件
で
非
課
税
と
さ
れ
、
ま
た
、

使
用
の
届
出
を
す
る
軽
自
動
車
の
う
ち

す
で
に
車
両
番
号
の
指
定
を
受
け
た
こ

と
の
あ
る
中
古
車
は
、
そ
の
指
定
の
際

に
交
付
さ
れ
て
い
た
軽
自
動
車
届
出
済

証
を
返
納
し
た
旨
の
証
明
書
（
軽
自
動

車
届
出
済
証
返
納
証
明
書
）
を
添
付
し

て
新
た
に
使
用
の
届
出
を
す
．
る
こ
と
を

条
件
と
し
て
非
課
税
と
さ
れ
て
い
ま
す

　
な
お
、
検
査
ま
た
は
届
出
制
度
の
な

い
原
動
機
付
自
転
車
お
よ
び
耕
う
ん
機

な
ど
の
小
型
特
殊
自
動
車
は
、
自
動
車

重
量
税
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

車種別税額表

銘　　　　　　　　柄
i車輔
総重量
税　額

匂 円
トヨタ　センチユリー i1，870 20，000

日　産　プレジデント 1，560 〃

〃　　セドリツクカスタム 1，300 15，000

トヨタ　　トヨペツトクラウソ、 1，265 〃

乗 マツダ　ルーチェ1800 1，045 〃

日　産　スカイライン1800
いす父　フローリァン1800

　　965
1　　960

10，000

　〃
用 日　産　ブルーバ・一ド1600
いす父　ベレット1600

940
925

〃
〃

トヨタ　コロナ1500 905 〃

自
本　田　1300クーぺ
三菱　ギヤランカスタム

　　905
　　835

〃
〃

トヨタ　　カローラク・一ぺ1400 i　825 〃

マツダ　フアミリアフ。レスト1300i 795 〃

動 スバル　EF－1 740 〃

日　産　サニー 690 〃

トヨタ　　パブリカ1000 680 〃

車 　　“キヤテラツク　リムジン
シボレー　インパラ

2，605
1，970

30，000

20，000

ベンッ　コソパーチブル 1，720 〃

ルノー　16TS 1，070 15，000

フオード　ピント 960 10，000
フイアツト500Lサンルーフ 515 〃

日　産　デイーゼル8t 14，580 37，500

三　菱　ふそう　　7．5t 14，435 〃

貨
日　野　　　　　7t
日　産　　　　6t

12，485

10，710

32，500

27，500

いす父　　　　5t 9，550 25，000

物 日　野　レンジヤー・K：L4．5t…
三菱　ふそう　　4t

7，955
7，535

20，000

　〃
自 マツダ　ボクサー　3．5t
トヨタ　ダイナ　　　3t　　　l

6，795
5，525

17，500

15，000

動
　〃　　ダイナ　　2．5t
日・産　クリツパー2t

4，705
3，700i

12，500

10，000

車
ダイノ、ツデノレタ1500　1．5t
トヨタ　　ノ、イェース　　1t
日　産　ダットサン　1t　　…

3．0851

2，275，
2．1401

〃
7
， 500
〃

　〃　　　ブノレバ・一ド0．5t

マツダ　　フアミリア0．4t

　　　　　　　　　　　　　　l

1，58q
1230α

　　1　　6

5，000
〃

“
ノ 、

日　野　レインボー　29人
日　産，・エコー　　　26人

　　5，185「
3．9101

15，000

10，000

トヨタコースター　　22人 3，68α 〃

ス1 ダイハツ　　　　　　15人 2，440i 7，500

トヨタハイエース　　12人 1．9251

　　耳

5，000

料
理
飲
食
等
消
費
税
に
か
か
る
公
給
領
収
証

の
受
領
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
r
公
給
領
収
証
で
明
朗
会
計
i

　
皆
さ
ん
は
い
ろ
い
ろ
の
事
か
ら
旅
行

や
宴
会
を
す
る
機
会
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
こ
れ
等
を
よ
り
楽
し
く
明
る
く

す
る
た
め
に
料
理
飲
食
等
消
費
税
の
内

容
を
知
っ
て
お
く
事
が
大
切
で
す
。

※
　
料
埋
飲
食
等
消
費
税
は
皆
さ
ん
が

　
旅
館
や
料
理
店
、
カ
フ
エ
ー
、
バ
ー

　
あ
る
い
は
飲
食
店
な
ど
を
利
用
し
た

　
時
に
か
か
る
税
金
で
す
。

※
　
料
理
飲
食
等
消
費
税
は
県
に
代
っ

　
て
旅
館
や
料
理
店
の
経
営
者
が
皆
さ

　
ん
か
ら
納
め
て
頂
い
た
税
金
を
毎
日

　
ま
と
め
て
県
に
申
告
納
入
す
る
仕
組

　
み
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
申

　
告
し
た
税
金
が
正
し
い
も
の
で
あ
る

　
こ
と
を
証
す
る
た
め
、
店
の
経
営
者

　
は
料
金
と
税
金
の
額
を
は
っ
き
り
、

　
記
載
し
た
公
給
領
収
証
を
み
な
さ
ん

　
に
わ
た
す
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

　
ま
す
。

※
　
皆
さ
ん
の
中
に
は
公
給
領
収
を
発

　
行
し
な
い
店
は
、
税
金
分
だ
け
勘
定

　
が
安
い
と
考
え
ら
れ
る
方
も
お
り
ま

　
す
が
、
む
し
ろ
発
行
す
る
店
の
方
が

　
明
朗
会
計
で
安
心
し
て
飲
食
が
で
き

　
ま
す
。

※
　
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
が
正
し
く

　
県
に
納
入
さ
れ
、
道
路
や
学
校
の
整

　
備
、
福
祉
施
設
の
充
実
な
ど
の
形
で

　
還
元
さ
れ
る
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
が

　
必
ず
公
給
領
収
書
を
受
け
取
る
よ
う

　
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

※
　
業
種
別
の
税
率
は
次
の
通
り
で
す

▲
料
理
店
、
カ
フ
エ
ー
、
バ
ー
等

　
一
人
一
回
の
遊
興
飲
食
そ
の
他
⑳
利

　
用
行
為
の
料
金
に
対
し
て
、
一
〇
％

▲
旅
館

　
一
人
一
泊
の
宿
泊
及
飲
食

　
　
一
八
○
○
円
を
超
え
る
と
き
一
〇

　
　
％
　
一
八
○
○
円
以
下
の
と
き
は

　
　
免
税

　
一
人
一
回
の
夜
食
間
食
等

　
　
九
〇
〇
円
を
超
え
る
と
き
一
〇
％

　
　
　
　
厚
以
下
　
　
　
　
　
免
税

　
一
人
一
回
の
宿
泊
客
の
昼
食

　
　
九
〇
〇
円
以
上
　
　
　
　
一
〇
％

　
　
　
　
〃
以
下
　
　
　
　
　
免
税

▲
飲
食
店

　
一
人
一
回
の
飲
食
料
金

　
　
九
〇
〇
円
以
上
　
　
　
　
　
一
〇
％

　
　
　
　
厚
以
下
　
　
　
　
　
免
税

　
　
　
　
　
　
（
上
越
財
務
事
務
所
）


